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城
里
町
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
15
日（
日
）、

城
里
町
の
誕
生
10
周

年
を
祝
う
式
典
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
城
里
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

国
・
県
議
会
議
員

を
は
じ
め
、
県
内
市

町
村
か
ら
も
多
く
の

ご
来
賓
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
常
北
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演

奏
で
幕
を
開
け
、
各

種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
の
表
彰
や
、
町
民

の
歌
の
披
露
、
し
ろ

さ
と
大
使
の
任
命
式

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

各分野で活躍されている
城里町にゆかりのある５人に
しろさと大使を任命

記念式典の進行では
しろさとＰＲ部長の
２人が大活躍

　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

城
里
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に

「
し
ろ
さ
と
大
使
」を
任
命
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
浮
世
絵
摺
師
の

仲
田
昇
さ
ん（
写
真
左
）、（
株
）本

田
技
術
研
究
所
主
任
研
究
員
の

友
部
了
夫
さ
ん（
写
真
中
央
）、

素
粒
子
原
子
核
研
究
所
所
長
の

徳
宿
克
夫
さ
ん（
写
真
右
）に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
任
命
書
の
交

付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
島
礼
子
さ
ん
、
平

塚
潤
さ
ん
か
ら
も
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　この十年を一区切りとして、今
わたくしたちの前には、『次なる挑
戦への十年』が待ち受けています。
次なる挑戦は、子供たちの素朴な
願いや夢をかなえる力になること
です。城里町の豊かな自然を守り
つつ、町の調和、人口や活力を維
持していくこと。この困難な挑戦
に、ひるむことなく、取り組んで
いきたい。
　　　　　  〔町長式辞より抜粋〕

　しろさとＰＲ部長の平塚真介さんが
司会進行、添田香織さんが表彰の介添
えを務め、式典の運営を支えてくれま
した。
　２人は、これからも各地で行われる
イベント等で町のＰＲをしていきます。
　応援よろしくお願します。

▲添田香織さん ▲平塚真介さん
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城里町の地方創生に
ついて政策提言

水戸桜ノ牧常北校の生徒が

　

一
般
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
石

井
昭
吉
さ
ん（
愛
知
県
在
住
）の
歌

詞「
好
き
で
す
城
里
」に
、
町
内
小

学
校
の
校
歌
な
ど
、
約
３
０
０
曲

の
作
曲
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
山

崎
洋
一
さ
ん（
上
入
野
在
住
）の
曲

を
つ
け
て
完
成
し
た
「
城
里
町
民

の
歌
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

城
里
町
指
定
無
形
文
化
財
の

「
八
木
節
源
太
お
ど
り
」が
披

露
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え

ま
し
た
。

　「城里町を舞台にしたアニメを制作し、
町の活性化・観光地化を狙う施策」や、
「保育料を全額無料とし、子育て世代の
若い夫婦が住みたいと思う町をつくる
こと」など、高校生目線での斬新なアイ
ディアが提案されました。

城里町の地方創生に
ついて政策提言

水戸桜ノ牧常北校の生徒が

▲作詞をされた石井昭吉さん（写真左）と
　作曲をされた山﨑洋一さん（写真右）

城里町民の歌
作詞　石井　昭吉　　　作曲　山﨑　洋一
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▲

秋
本
帆
花
さ
ん
に
よ
る
作
文
発
表

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

城
里
町
誕
生
10
周
年
記
念
事

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

城
里
町
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

※

「  

」は
作
品
名
、（  

）は
撮
影
地

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

仲
根　

正
道

「
白
雲
山
小
松
寺
」

　

（
上
入
野　

小
松
寺
）

冨
永　

幸
男

「
清
音
寺
雪
景
」

　

（
下
古
内  

清
音
寺
）

赤
座　
　

賢

「
輝
き
の
時
」

　

（
下
青
山　

花
し
ょ
う
ぶ
園
）

盛
田　
　

守

「
軽
や
か
な
音
頭
に
乗
っ
て
」　

　

（
徳
蔵　

徳
蔵
寺
）

加
藤　

忠
道

「
晩
秋
の
鶏
足
山
」（
下
赤
沢
）

飯
村　
　

光

「
爛
漫
の
石
塚
薬
師
寺
」

　

（
石
塚　

薬
師
寺
）

鈴
木　

朝
男

「
感
じ
る
秋
」

　

（
塩
子
塙
団
地
付
近
）

萩
谷　

正
雄

「
雪
の
高
根
山
大
山
寺
の
鐘
楼
」

　

（
高
根　

大
山
寺
）

大
畠　

和
良

「
清
流
に
遊
ぶ
」

　

（
御
前
山　

那
珂
川
）

小
林　

郁
子

「
御
前
山
の
花
火
」

　

（
御
前
山　

那
珂
川
大
橋
付
近
）

○
小
学
校
高
学
年
の
部

■
最
優
秀
賞

関
根　

悠
芽（
常
北
小
４
年)

「
未
来
の
ス
マ
イ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

■
優
秀
賞

豊
田　

か
の
ん（
常
北
小
４
年
）

「
城
里
大
好
き
」

田
口　

奈
々(

常
北
小
６
年)

「
ひ
ま
わ
り
と
笑
顔
の
城
里
」

南
條　

浩
大（
桂
小
４
年
）

「
宇
宙
へ
Ｇ
Ｏ

↓

」

■
入
賞

栗
林　

芽
生（
石
塚
小
５
年
）

「
ス
ダ
ジ
イ
と
城
里
町
」

船
橋　

流
威（
沢
山
小
５
年
）

「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
ぼ
く
の
町
」

○
中
学
生
の
部

■
最
優
秀
賞

大
谷　

瑞
香（
常
北
中
１
年
）

「
幸
せ
な
ま
ち
」

■
優
秀
賞

金
澤　

歩
夢（
常
北
中
１
年
）

「
笑
顔
の
多
い
城
里
町
」

鯉
渕 

マ
リ
ア（
常
北
中
１
年
） 

「
未
来
の
城
里
と
私
」

■
入
賞

大
畠　

早
翔（
常
北
中
１
年
）

「
た
く
さ
ん
の
宝
石
が
眠
っ
て
い

　

る
城
里
」

山
﨑　
　

歩（
常
北
中
１
年
）

「
も
う
一
つ
の
未
来
と
私
」

○
小
学
校
低
学
年
の
部

■
最
優
秀
賞

小
松
﨑　

美
空（
沢
山
小
３
年
）　

「
明
る
い
町
」

■
優
秀
賞

住
谷　
　

亨（
石
塚
小
３
年
）

「
か
ん
こ
う
ス
ポ
ッ
ト
「
生
き
物

　

館
」」

小
松
﨑　

美
妃（
沢
山
小
３
年
）

「
楽
し
い
町
に
し
た
い
な
」

根
本　

陽
菜（
七
会
小
３
年
）

「
わ
た
し
の
す
き
な
町
」

■
入
賞

武
藤　

優
生（
石
塚
小
３
年
）

「
自
ぜ
ん
の
い
っ
ぱ
い
の
し
ろ
里
」

檜
山　

侑
花（
石
塚
小
３
年
）

「
理
そ
う
の
し
ろ
里
町
」

松
島　

唯
愛（
沢
山
小
３
年
）

「
未
来
の
し
ろ
里
町
と
わ
た
し
」

○
小
学
校
高
学
年
の
部

■
最
優
秀
賞

秋
本　

帆
花（
七
会
小
４
年
）

「
か
が
や
け
し
ろ
里
町
」

■
優
秀
賞

綿
引　

ま
り
ん（
常
北
小
６
年
）

「
未
来
の
城
里
と
わ
た
し
」

入
野　

陽
翔（
桂
小
５
年
）

「
大
好
き
な
城
里
」

○
小
学
校
低
学
年
の
部

■
最
優
秀
賞　

森　

未
依
那（
沢
山
小
１
年
）

「
未
来
の
城
里
と
私
」

■
優
秀
賞 

冨
永　

す
み
れ（
石
塚
小
１
年
）

「
べ
ん
り
な
い
な
か
」 

飯
村　

真
呂（
石
塚
小
３
年
）

「
海
の
中
の
町
」

■
入
賞

君
嶋　

詩
織（
沢
山
小
３
年)

「
電
車
が
で
き
た
‼
」

大
塚　
　

菫（
七
会
小
２
年
）

「
お
花
ば
た
け
で
笑
顔
が
い
っ
ぱ

　

い
」

■
入
賞

小
田
部　

春
菜（
沢
山
小
６
年
）

「
豊
か
な
自
然
い
っ
ぱ
い
城
里
町
」

川
村　

奈
菜
美（
七
会
小
５
年
）

「
未
来
の
城
里
町
」

○
中
学
生
の
部

■
最
優
秀
賞

相
川　

竜
也（
常
北
中
２
年
）

「
未
来
の
城
里
と
私
」

■
優
秀
賞

柏　
　

樹
里（
常
北
中
１
年
）

「
私
が
望
む
未
来
の
城
里
町
」

川
和
田　

聖
登（
常
北
中
２
年
）

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
店
長
」

南
條　
　

舞（
桂
中
１
年
） 

「
笑
顔
の
絶
え
な
い
城
里
町
の
た

　

め
に
」

■
入
賞

小
瀬　

萌
香（
常
北
中
３
年
）

「
私
が
望
む
未
来
の
城
里
」

前
田　

菜
緒（
常
北
中
３
年
）

「
未
来
の
城
里
と
私
」
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「将来の夢」 
路線バスで走ります

みんなの描いた

が

城里町誕生10周年記念事業

ホロルのたまごホロルのたまごホロルのたまご
～しろさと町民まつり～～しろさと町民まつり～
を開催しましたを開催しました 11月14日（土）、15日（日） 11月14日（土）、15日（日） 

常北運動広場常北運動広場

路線バスで走ります

「将来の夢」 
みんなの描いた

が

いきいき茨城ゆめ国体マスコット
 「いばラッキー」も来てくれました

農
産
物
重
量
当
て
コ
ン
テ
ス
ト

　役場本庁舎１階　町民ホールに各種コンクール
入賞者の作品を展示しています。
　他の作品につきましても、次月号以降の紙面で
順次ご紹介していきます。
問合せ　
　城里町誕生10周年記念事業実行委員会事務局
　（城里町役場総務課内）☎029－353－7466

城里町誕生10周年記念事業城里町誕生10周年記念事業

▲ 小学校高学年の部　関根 悠芽さん（常北小４年）
　 作品名「未来のスマイルオーケストラ」

▲ 中学生の部　大谷 瑞香さん（常北中１年）
　 作品名「幸せなまち」

▲ 小学校低学年の部　森 未依那さん（沢山小１年）
　 作品名「未来の城里と私」
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